
巻頭言
　岩手県西和賀町を最初に訪れたのは平成25年７月
である。政策研の客員研究員として農福連携の実態
を調査するのが目的だった。そのとき，町議会議員
の高橋雅一さんと湯田庁舎政策推進室長の畠山幸雄
さんから「雪あかり」の存在を知らされた。雪に穴
をあけ，そこにロウソクの灯をともす・・・と聞い
ただけでこの目で見たい衝動に駆られた。
　平成元年に旧湯田町で始まったこのイベントは，
平成17年の町村合併後は西和賀町に引き継がれ，現
在も毎年２月初旬の週末に開催されている。その最
大の特徴は「さっぽろ雪まつり」のような会場を持
たないことだ。灯りがともされる場所は，雪かきに
よってできた雪の山である。なかには見栄えのする
凝った作りの雪像もあるが，玄関先をやさしく照ら
す小さな光もありそのサイズはさまざま。市民参加
型のイベントなので，自分たちが好きなように「雪
あかり」を作ることができるのだ。
　念願かなって平成27年２月，ゼミ生３名と西和賀
町左草地区の「雪あかり」に参加した。慶應義塾大
学も近年は首都圏出身者が大勢を占め，学生の多く
は農村部や雪国での生活についてニュース映像レベ
ルの知識しか持ちあわせていない。もし旅館に宿泊
したら，イベント目当ての観光客で終わってしまう
だろう。そこで，畠山室長と地域おこし協力隊の小
堀陽平さんに無理をお願いし，学生は左草地区のお
宅にホームステイさせていただいた。わずか２日と
はいえ，雪国での生活は貴重な体験となったに違い
ない。
　左草／下前地区の「雪あかり」は，道路の除雪に
よってできた高さ２メートルほどの雪の壁にスコッ
プで穴をあけ，そこにロウソクを点火してできる全
長２キロメートルほどの「雪あかりの小径」である。
午後３時ころ丘の麓に集合し，そこから雪の壁に等
間隔で四角い空洞を作る。次に，ロウソクの入った
紙コップを空洞内に置いていく。そして，最後に丘
の頂上からロウソクに点火しながら麓に下っていく
のだ。
　点火が終わるころすでに日は落ちている。夕闇が
迫るなか，ゆらゆらとした暖かい炎に照らされた

「雪あかりの小径」を頂上に向かってゆっくりと歩

いていく。その先に待っ
ているのは，女性陣によ
る地元の食材をふんだん
に使った手料理と旨い酒
だ。地元の方々と大いに
喋り飲んだひとときは日
常を忘れさせる開放感
だった。
　今年の２月，私はみた
び西和賀を訪れた。記録
的な暖冬の影響もあって
開催が危ぶまれた「雪あかり」だったが，１月末に
まとまった積雪があり何とか事なきを得たようであ
る。２回目の参加なので「穴あけ」の要領もだいぶ
つかめてきた。地元の方にも少し顔を覚えてもらえ
たような気がする。少しずつではあるが，「居心地
の良さ」を感じ始めている。
　このイベントに参加して思うのは「地方創生」の
意味は何なのかということだ。西和賀の「雪あか
り」を見たビジネスコンサルタントは，もっと立派
な雪像を作り，大々的に宣伝し，内外から大勢の観
光客を集めるのが「創生」のための有効な策とアド
バイスするかもしれない。しかし，それでは「さっ
ぽろ雪まつり」や「阿波踊り」と同じだ。一過性の
イベントの際にカネが落ちるだけで，地方そのもの
を創生したことにはならない。また，１年に１度の
開催のために大がかりなインフラを整備するのも非
効率だろう。
　私は左草／下前地区の「小径」に創生のヒントが
隠されているように思う。要するに妙な背伸びをし
ないということだ。すべてが地元の方たちの文字通
り手の届く範囲で企画されている。そこには大がか
りな雪像はなく，贅沢な食材が並んでいるわけでも
ない。それでもゆったりと流れる時間とろうそくの
灯りに照らされた小径には心から癒やされるし，手
料理と地酒と東北なまりのコンビネーションは抜群
なのである。雪国の農村のありのままの姿のなかに
どう価値を見いだしていけばよいのか。「雪あかり
の小径」はその課題の重要性と難しさを私に教えて
くれる。
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概要


文書のアクセシビリティの完全性を損なう可能性がある問題点が検出されました。
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